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 事　業　項　目 実　施　時　期

第１　消防思想普及啓発事業

　１．火災予防運動の推進

　２．殉職者慰霊に関する事業

　　⑴　秋田県消防職・団員慰霊祭

　　⑵　全国消防殉職者慰霊祭

　３．広報紙の発行とホームページの開設

　　⑴　新聞「消防秋田」の発行（1,100部)

　　⑵　ホームページでの情報提供

第２　地域消防防災力向上推進事業

　１．消防団員の教養研修

　　⑴　支部が行う現地教養研修

　　⑵　第73回秋田県消防大会の開催（鹿角市)

　　⑶　各種研修会等への参加

　　　・女性消防団員教育

　　　・全国女性消防団員活性化大会（徳島市)

　　　・消防団員指導員研修

　　　・第47回消防団幹部特別研修

　　　・第20回消防団幹部候補中央特別研修（男性)

　　　・第20回消防団幹部候補中央特別研修（女性)

　２．消防操法大会の開催

　　⑴　第57回秋田県消防操法大会

　　⑵　第27回全国消防操法大会(千葉県)

　３．消防団活動の活性化

　　⑴　全県消防団長研修

　　⑵　女性消防団ネットワーク会議

　　⑶　若手消防団員活性化推進会議

第３　消防職団員福利厚生事業

第４　消防互助会事業

第５　会議の開催

　　⑴　定時評議員会

　　⑵　理事会

　　⑶　会計監査

　　⑷　消防実務担当者会議

令和２年度 主な事業計画

令和２年度収支予算
 勘定科目・主な事業費 予　算　額
事業活動収入計

  消防互助会掛金

  事業収益

  補助金等

  負担金

  年会費

  その他収入

事業活動支出計

  火災予防運動の推進

  殉職者慰霊事業

  現地教養研修費（支部研修）

  秋田県消防大会費

  秋田県消防操法大会費

  支部消防操法大会助成費、表彰費

  全県消防団長研修会費

  女性消防団ネットワーク会議費

  若手消防団員活性化推進会議費

  その他支出

当期一般正味財産増減

一般正味財産期首残

一般正味財産期末残

  基本財産

（単位：円）

29,679,900

5,280,000

165,000

11,766,600

6,511,000

5,430,000

527,300

29,890,000

900,000

925,000

950,000

903,000

1,411,000

734,000

260,000

308,000

411,000

23,088,000

△　　 210,100

108,400,300

108,190,200

3,000,000

年間

令和 2年 9月 8日

令和 2年 9月17日

隔月(原則偶数月)

年間

年間

令和 2年 6月20日

令和 2年10月10日～11日

令和 2年11月19日

令和 2年11月28日～29日

令和 3年 1月12日～15日

平成 3年 2月 3日～ 5日

平成 3年 2月17日～19日

令和 2年 8月22日

令和 2年10月16日

令和 2年11月13日

令和 2年12月 5日

令和 3年 2月 6日

年間

年間

令和 2年 5月13日

年3回開催

令和 2年 4月16日

令和 2年 6月 5日
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□永年勤続功労章（79名）
　秋田市消防本部 消　防　監 佐々木　洋　行 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 高　杉　　　誠
　大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 千　葉　和　彦 秋田市消防本部 消防司令長 小　野　秀　悦
　大館市消防本部 消防司令長 兜　森　和　晴 由利本荘市消防本部 消防司令長 小　松　孝　幸
　湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 佐々木　　　浩 秋田市消防本部 消防司令長 佐　藤　　　匡
　由利本荘市消防本部 消防司令長 佐　藤　　　剛 横手市消防本部 消防司令長 鈴　木　　　勉
　大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 鈴　木　尚　老 鹿角広域行政組合消防本部 消防司令長 奈　良　巧　一
　五城目町消防本部 消防司令長 長谷川　　　誠 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 本　間　利　貞
　横手市消防本部 消防司令長 松　井　正　一 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 諸　沢　昭　夫
　男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消 防 司 令 上　村　　　誠 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消 防 司 令 木津谷　嘉　人
　湖東地区消防本部 消 防 司 令 澤　井　善　築 北秋田市消防本部 消 防 司 令 藤　島　信　夫

　秋田市消防団 団　　　長 大　島　昌　良 大仙市消防団 副　団　長 池　田　君　男
　秋田市消防団 副　団　長 上　野　綱　一 潟上市消防団 副　団　長 菊　地　　　浩
　八郎潟町消防団 副　団　長 小　林　浩　二 東成瀬村消防団 副　団　長 佐々木　喜久藏
　大仙市消防団 副　団　長 佐々木　博　幸 にかほ市消防団 副　団　長 佐　藤　幸　毅
　大仙市消防団 副　団　長 佐　藤　洋　悦 仙北市消防団 副　団　長 下　田　忠　浩
　北秋田市消防団 副　団　長 髙　橋　伸　一 秋田市消防団 副　団　長 戸井田　喜美雄
　湯沢市消防団 分　団　長 阿　部　　　博 秋田市消防団 分　団　長 石　井　新　一
　大館市消防団 分　団　長 石　澤　一　雄 羽後町消防団 分　団　長 石　綿　久　也
　湯沢市消防団 分　団　長 伊　藤　　　一 男鹿市消防団 分　団　長 江　畑　政　紀
　男鹿市消防団 分　団　長 大　野　一　美 北秋田市消防団 分　団　長 加　賀　隆　之
　湯沢市消防団 分　団　長 金　澤　義　博 八峰町消防団 分　団　長 金　谷　弘　美
　秋田市消防団 分　団　長 鎌　田　　　正 秋田市消防団 分　団　長 鎌　田　信　義
　大館市消防団 分　団　長 神　成　忠　行 由利本荘市消防団 分　団　長 木　内　健　悟
　大潟村消防団 分　団　長 工　藤　和　博 北秋田市消防団 分　団　長 工　藤　茂　美
　美郷町消防団 分　団　長 久　米　春　男 三種町消防団 分　団　長 近　藤　　　優
　大館市消防団 分　団　長 佐々木　忠　弘 由利本荘市消防団 分　団　長 佐々木　千　秋
　由利本荘市消防団 分　団　長 佐々木　善　永 鹿角市消防団 分　団　長 佐　藤　　　智
　湯沢市消防団 分　団　長 佐　藤　　　斎 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　洋　幸
　男鹿市消防団 分　団　長 佐　藤　良　一 五城目町消防団 分　団　長 猿　田　豊　和
　大館市消防団 分　団　長 下　山　　　茂 秋田市消防団 分　団　長 進　藤　誠　輝
　湯沢市消防団 分　団　長 菅　原　正　則 井川町消防団 分　団　長 鈴　木　正　彦
　横手市消防団 分　団　長 高　橋　千登勢 横手市消防団 分　団　長 髙　𣘺　広　三
　湯沢市消防団 分　団　長 武　石　吉　廣 大館市消防団 分　団　長 立　石　正　敏
　横手市消防団 分　団　長 千　田　祐二郎 仙北市消防団 分　団　長 千　葉　雄　清
　能代市消防団 分　団　長 塚　本　陽　一 横手市消防団 分　団　長 戸　巻　敦　司
　横手市消防団 分　団　長 藤　原　　　勉 鹿角市消防団 分　団　長 前　田　幸　栄
　大仙市消防団 分　団　長 武　藤　和　彦 由利本荘市消防団 分　団　長 村　上　吉　和
　由利本荘市消防団 分　団　長 茂　木　和　也 能代市消防団 分　団　長 山　田　昌　行
　大仙市消防団 副 分 団 長 小　松　裕　一 藤里町消防団 副 分 団 長 佐　藤　之　彦
　小坂町消防団 団　　　員 木　村　　　久

□竿頭綬（１消防機関・１消防団）
　大館市消防本部、大館市消防団

□賞状（13団体）
 秋田市消防本部、横手市消防本部、大館市消防本部、由利本荘市消防本部、北秋田市消防本部、にかほ市消防本部
　五城目町消防本部、湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部、能代山本広域市町村圏組合消防本部
　大曲仙北広域市町村圏組合消防本部、鹿角広域行政組合消防本部、男鹿地区消防一部事務組合消防本部、湖東地区消防本部

消 防 庁 長 官 表消 防 庁 長 官 表 彰消 防 庁 長 官 表消 防 庁 長 官 表 彰消 防 庁 長 官 表 彰
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□無火災表彰（３町村）
　藤　里　町、井　川　町、大　潟　村

□表彰旗（１消防団）
　潟上市消防団

□竿頭綬（３消防団）
　上小阿仁村消防団、八郎潟町消防団、にかほ市消防団

□功績章（18名）
 鹿角市消防団 分　団　長 湯　瀬　誠　喜 大館市消防団 副 分 団 長 髙清水　タマ子
　北秋田市消防団 副　団　長 佐　藤　修　助 上小阿仁村消防団 分　団　長 武　石　忠　夫
　三種町消防団 副　団　長 小　林　憲　夫 大潟村消防団 団　　　長 谷　口　良　一
　男鹿市消防団 団　　　長 吉　田　陽　一 秋田市消防団 分　団　長 佐　藤　　　稔
　秋田市消防団 分　団　長 田　村　一　之 由利本荘市消防団 副　団　長 阿　部　一　彦
　にかほ市消防団 副　団　長 金　子　英　紀 大仙市消防団 副　団　長 齊　藤　　　博
　大仙市消防団 副　団　長 豊　巻　一　男 横手市消防団 副　団　長 高 橋 弥左エ門
　横手市消防団 分　団　長 髙　橋　和　雄 横手市消防団 副　団　長 佐　藤　　　進
　湯沢市消防団 分　団　長 伊　藤　　　一 湯沢市消防団 分　団　長 武　石　吉　廣

□精　績　章（46名）
　小坂町消防団 副　団　長 亀　田　　　晃 鹿角市消防団 分　団　長 髙　橋　　　実
　大館市消防団 分　団　長 福　士　昭　弘 大館市消防団 分　団　長 杉　田　乾一郎
　大館市消防団 分　団　長 佐　藤　正　彦 大館市消防団 部　　　長 伊　藤　美　千
　北秋田市消防団 団　　　長 戸　島　丈　夫 上小阿仁村消防団 副　団　長 加賀谷　和　敏
　能代市消防団 分　団　長 戸　松　博　美 八峰町消防団 分　団　長 三　浦　　　務
　三種町消防団 分　団　長 近　藤　　　優 能代市消防団 分　団　長 清　水　　　弘
　男鹿市消防団 副　団　長 齊　藤　英　一 潟上市消防団 副　団　長 門　間　　　勉
　五城目町消防団 分　団　長 猿　田　豊　和 八郎潟町消防団 副　団　長 小　林　浩　二
　秋田市消防本部 消防司令長 双　木　信　彦 秋田市消防本部 消防司令長 伊　藤　博　之
　秋田市消防本部 消防司令長 松　本　　　勉 秋田市消防本部 消防司令長 木　山　　　強
　秋田市消防団 分　団　長 石　黒　　　望 秋田市消防団 分　団　長 櫻　庭　信　一
　由利本荘市消防団 分　団　長 三　浦　九十九 由利本荘市消防団 分　団　長 今　野　　　稔
　由利本荘市消防団 分　団　長 渡　辺　　　憲 由利本荘市消防団 分　団　長 佐々木　善　永
　由利本荘市消防団 分　団　長 村　上　憲四郎 にかほ市消防団 分　団　長 三　浦　　　仁
　大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消 防 正 監 鈴　木　良　則 大仙市消防団 分　団　長 橋　本　浩　成
　美郷町消防団 副　団　長 辻　　　清　己 仙北市消防団 副　団　長 下　田　忠　浩
　美郷町消防団 副　団　長 大　坂　久　男 大仙市消防団 副　団　長 小　松　　　強
　横手市消防本部 消防司令長 佐　藤　　　悟 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　洋　幸
　横手市消防団 分　団　長 柿　﨑　孝　一 横手市消防団 分　団　長 藤　原　　　勉
　横手市消防団 分　団　長 柴　田　克　弘 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　晴　得
　湯沢市消防団 分　団　長 梁　瀬　保　和 湯沢市消防団 分　団　長 大　井　清　一
　羽後町消防団 分　団　長 原　田　千代志 羽後町消防団 分　団　長 瀬　川　　　隆
　湯沢市消防団 副 分 団 長 藤　原　幸　雄 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消 防 司 令 栗　田　克　晴

日本消防協会長表日本消防協会長表彰日本消防協会長表日本消防協会長表彰日本消防協会長表彰

秋 田 県 知 事 表 彰秋 田 県 知 事 表 彰秋 田 県 知 事 表 彰秋 田 県 知 事 表 彰秋 田 県 知 事 表 彰
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第３期　入校者名簿
消防団名 階　級 氏　　名

鹿 角 市 消 防 団 部 長 稲 垣 公 博
男 鹿 市 消 防 団 副分団長 三 浦 　 肇
男 鹿 市 消 防 団 部 長 鎌 田 昭 則
秋 田 市 消 防 団 部 長 加賀谷　速　人
秋 田 市 消 防 団 部　　長 齊 藤 一 夫
秋 田 市 消 防 団 班　　長 進 藤 弘 文
秋 田 市 消 防 団 班　　長 落 合 　 武
由利本荘市消防団 部　　長 佐 藤 俊 之
由利本荘市消防団 副分団長 梶 原 和 夫
由利本荘市消防団 班　　長 小 野 弘 喜
由利本荘市消防団 分 団 長 佐 藤 正 利
にかほ市消防団 部 長 佐 藤 　 裕
にかほ市消防団 副 部 長 菊 地 　 朋
大 仙 市 消 防 団 部 長 佐々木　浩　士
湯 沢 市 消 防 団 部 長 水 戸 義 昭
湯 沢 市 消 防 団 部　　長 加 藤 紀 秋
湯 沢 市 消 防 団 班　　長 阿 部 一 之
東成瀬村消防団 部　　長 谷 藤 健 太

　

災
害
時
の
指
揮
者
と
な
る
、
部
長
又
は

同
等
の
実
務
経
験
を
有
す
る
班
長
、
副
分

団
長
、分
団
長
を
対
象
と
し
た
、消
防
団
員

幹
部
教
育
指
揮
幹
部
科
現
場
指
揮
課
程

を
、
三
月
一
四
日（
土
）か
ら
一
五
日（
日
）

ま
で
、
秋
田
県
消
防
学
校
に
お
い
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

本
課
程
は
、
部
隊
を
取
り
ま
と
め
る
知

識
・
技
術
の
修
得
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
取
り
組

み
で
訓
練
に
励
み
、
現
場
指
揮
者
と
し
て

の
職
責
の
自
覚
、
規
律
は
も
ち
ろ
ん
、
的

確
な
現
場
指
揮
や
安
全
管
理
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

エンジンカッターによる切断訓練

指
揮
幹
部
科
現
場
指
揮
課
程

 　
　
　

第
三
期
を
実
施
し
ま
し
た

チェーンソーによる切断訓練

救助・救命訓練

ガンノズルによる放水訓練（防火衣完全着装）
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消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

　

日
本
消
防
協
会
が
主
催
す
る
第
四
六
回

消
防
団
幹
部
特
別
研
修
及
び
第
一
九
回
消

防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
は
、
日
本

消
防
会
館（
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
）に
お
い

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
参
加
し
た
六
名
の
受
講
者
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
一
月
二
一
日
か
ら
二
四
日
ま

で
の
三
泊
四
日
の
日
程
で
、
日
本
消
防
会

館
に
お
い
て
消
防
団
幹
部
特
別
研
修
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
都
道
府
県
か
ら
一
名
ず
つ
参
加
し
た

本
研
修
は
、
日
本
消
防
協
会
秋
本
会
長
の

講
話
に
始
ま
り
、
日
本
の
防
火
・
防
災
分

野
を
代
表
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
講
義
を

受
講
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
惨
事
ス

ト
レ
ス
対
策
、
危
機
管
理
、
活
動
事
例
、

気
象
の
現
況
、
地
震
災
害
、
消
防
行
政
、

防
災
対
策
及
び
火
災
防
ぎ
ょ
な
ど
の
講
義

の
ほ
か
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ

る
話
し
方
、
話
術
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

講
義
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
、
内
容
の
濃
い

研
修
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
視
察
で
は
東
京
消
防
庁
江
東
航
空

セ
ン
タ
ー
及
び
東
京
消
防
庁
危
機
管
理
セ

ン
タ
ー
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
該

施
設
の
最
高
水
準
の
設
備
、
装
備
等
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大
変
貴
重
な

経
験
で
あ
り
、
研
修
生
か
ら
は
感
嘆
の
声

が
上
が
っ
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
「
課
題
研
究
討
議
」で
は
研
修
生
を
六
班

編
成
に
分
け
、
各
々
の
選
ん
だ
討
議
テ
ー

マ
に
対
し
て
研
修
生
同
士
が
議
論
を
交
わ

し
、最
終
日
に
成
果
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
、
複
数
の
意
見

を
集
約
す
る
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た

が
、
議
論
が
深
ま
る
に
つ
れ
班
の
結
束
が

強
く
な
っ
て
い
く
の
が
感
じ
ら
れ
た
の
は

本
研
修
で
得
た
喜
び
の
一
つ
で
し
た
。

　

現
在
の
日
本
消
防
会
館
は
老
朽
化
に
よ

る
立
て
替
え
新
築
の
た
め
、
今
回
が
現
施

設
で
の
最
後
の
研
修
で
す
。節
目
と
な
る

機
会
に
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
本
研
修
で
得
た
貴
重
な
経
験
を
後
輩

へ
伝
達
す
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ
た
役
割
と

感
じ
て
い
ま
す
。今
後
も
、消
防
団
幹
部
と

し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
地
域
を
超
え
た
交
流
が
で

き
る
本
研
修
は
、
防
火
・
防
災
の
最
前
線

を
担
う
我
々
消
防
団
幹
部
の
最
新
情
報
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
必
要
不
可
欠
な
場
所
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
本
事

業
を
継
続
し
、
機
会
が
あ
れ
ば
一
人
で
も

多
く
の
消
防
団
関
係
者
が
受
講
で
き
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

鹿
角
市
消
防
団

副
団
長

　

青
澤
尚
人

　

二
月
五
日
か
ら
三
日
間
、
日
本
消
防
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
消
防
団
幹
部
候
補

中
央
特
別
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
全

国
か
ら
一
四
一
名
の
団
員
が
一
様
に
集
い

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
日
本
消
防
協
会
秋
本
会
長

の
講
話
か
ら
始
ま
り
、
消
防
団
を
中
核
と

し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
、
危
機
管

理
な
ど
各
講
師
の
講
義
、
課
題
討
議
で

は
、
十
班
に
分
か
れ
各
課
題
に
対
し
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
、
各
消
防
団
の
問
題
点
や
解

決
に
向
け
た
取
組
を
討
議
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
事
を
踏
ま
え
、

今
後
の
消
防
団
活
動
に
生
か
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
様
な
機

会
を
与
え
て
頂
い
た
各
関
係
者
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
二
月
五
〜
七
日
に
行
わ
れ
た
幹
部

候
補
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
消
防
団
員
が
集
ま
り
、
色
々

な
意
見
を
交
換
し
た
り
、
地
域
の
特
色
に

消
防
団
幹
部
特
別
研
修

合
わ
せ
た
消
防
団
活
動
な
ど
を
報
告
し
合

い
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
最
も
強
く
感
じ
た
の
が
、

「
消
防
団
だ
け
で
な
く
地
元
地
域
と
の
協

力
」
と
「
体
験
・
経
験
や
努
力
は
裏
切
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

消
防
本
部
だ
け
で
は
回
ら
な
い
と
こ
ろ

を
消
防
団
が
、
消
防
団
が
回
れ
な
い
と
こ

ろ
を
地
元
の
地
域
防
災
が
、
と
カ
バ
ー
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
体
験
や
経
験
は
、
や
は
り

火
災
現
場
等
に
出
動
し
た
人
、
大
会
の
操

法
操
作
し
た
人
、
そ
う
い
う
人
が
自
信
を

持
っ
て
行
動
で
き
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
は
火
災
出
動
だ
け
で
な

く
、
大
雨
、
洪
水
、
山
岳
救
助
、
山
捜
索

な
ど
、
色
々
な
分
野
の
仕
事
が
、
消
防
団

に
も
回
っ
て
き
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
る
と

き
に
、
い
つ
で
も
動
け
る
よ
う
に
知
識
を

身
に
付
け
た
い
で
す
。

　

今
回
の
こ
の
研
修
の
内
容
を
教
訓
に
、

こ
れ
か
ら
の
消
防
団
活
動
に
い
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

特
別
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
全
国

の
団
員
約
一
四
〇
名
と
共
に
消
防
団
を
取

り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
日
本
消
防
協
会
秋
本
会
長
の
講

北
秋
田
市
消
防
団

部
長

　

長
岐
準
之
介

秋
田
市
消
防
団

班
長

　

三
浦
　

秀

羽
後
町
消
防
団

団
員

　

藤
原
　

尚
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話
な
ど
を
聴
き
、
翌
日
の
グ
ル
ー
プ
討
議

で
は
、
消
防
団
の
悩
み
や
取
り
組
み
に
つ

い
て
熱
い
討
議
を
か
わ
し
ま
し
た
。

　

私
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
北
は
秋
田
、
南

は
沖
縄
に
至
る
各
地
の
団
員
の
方
々
か
ら

色
々
な
事
例
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
中
で
も
東
日
本
大
震
災
の
話
に
は

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
も
、
広
島
県
呉
市
の
副
団
長

が
平
成
三
〇
年
七
月
に
起
こ
っ
た
土
砂
崩

れ
の
活
動
事
例
を
涙
な
が
ら
に
述
べ
ら

れ
、
消
防
団
は
火
事
だ
け
を
消
し
て
い
れ

ば
い
い
訳
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
あ
ら

ゆ
る
災
害
に
対
し
て
の
訓
練
を
積
ま
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
御
推
薦
・
御
協
力
い
た

だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
二
月
一
九
日
か
ら
三
日
間
、
日
本

消
防
会
館
で
開
催
さ
れ
た
中
央
特
別
研
修

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

世
間
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛

威
を
振
い
欠
席
者
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
女
性
消
防
団
員
が
参

集
し
ま
し
た
。

　

秋
本
会
長
の
講
話
に
中
に
「
自
助
共
助

の
精
神
、
自
身
を
守
れ
ず
し
て
他
人
を
助

け
ら
れ
る
か
」
と
の
檄
に
も
近
い
心
意
気

を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
た
く
さ
ん
の
意
見
交
換
が

あ
り
、
消
防
団
員
で
あ
る
こ
と
の
情
熱
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、現
在
の
会
館
で

の
開
催
は
最
後
と
な
る
こ
と
や
、
屋
上
階

に
あ
る
消
防
殉
職
者
慰
霊
碑
を
こ
の
目
で

直
に
拝
見
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
で

あ
り
、一
生
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
び
多
き
研
修
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、

全
国
の
仲
間
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
で

き
、
今
後
、
貴
重
な
体
験
を
生
か
し
て
地

域
防
災
の
中
核
を
担
え
る
よ
う
邁
進
し
て

参
り
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
き
、
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

  

令
和
二
年
二
月
一
九
日
〜
二
一
日
、
第

一
九
回
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
、
全
国
か
ら
九
四
名
の
女
性
団
員
が
参

加
し
、
こ
れ
ま
で
に
約
一
七
〇
〇
人
が
研

修
に
参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

日
本
消
防
協
会
の
秋
本
会
長
の
講
話
を

始
め
、
沢
山
の
講
師
の
方
か
ら
、
様
々
な

貴
重
な
お
話
を
伺
い
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

防
災
に
つ
い
て
考
え
た
時
、
奮
い
立
つ
思

い
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
参
加
し
た
仲
間
と
一
緒

大
館
市
消
防
団

団
員

　

藤
島
睦
子

仙
北
市
消
防
団

団
員

　

辻
　
　

薫

に
、
活
動
や
課
題
、
解
決
策
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
し
た
経
験
を
少
し
で
も
地

域
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
九
月
に
退
任
さ
れ
た
前
会
長
の
中

田
潤
氏
に
対
し
、
協
会
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
消
防
功
労
者
表
彰
式
に
合
わ
せ

て
行
う
予
定
で
し
た
が
、
表
彰
式
の
中
止

を
受
け
、
三
月
二
五
日
に
高
橋
会
長
が
中

田
氏
を
訪
問
し
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

中
田
氏
は
、
協
会
に
お
い
て
副
会
長
一

二
年
、会
長
六
年
余
り
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、

日
本
消
防
協
会
の
要
職
も
歴
任
さ
れ
、
本

県
及
び
全
国
の
消
防
職
団
員
を
取
り
巻
く

環
境
の
改
善
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
田
前
会
長
に

　
　
　

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た


































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四
月
五
日(

日)
、
春
の
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
、
鹿
角
市
役
所
駐
車
場
に
お

い
て
、
火
災
発
生
防
止
、
消
防
団
員
の
技

術
向
上
と
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
鹿
角
市
消

防
団
及
び
鹿
角
市
消
防
団
協
力
事
業
所
か

ら
七
五
五
名
が
参
加
し
、
火
災
想
定
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
暴
風
警
報
及
び
火
災
警
報
の

発
令
下
、
消
防
機
関
の
厳
重
な
警
戒
体
制

中
に
建
物
火
災
が
発
生
。
強
風
に
あ
お
ら

れ
延
焼
拡
大
し
、
逃
げ
遅
れ
や
負
傷
者
が

発
生
し
た
と
の
想
定
の
も
と
、
火
災
防
ぎ

ょ
訓
練
を
は
じ
め
様
々
な
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
消
防
団
協
力
事
業

所
の
専
門
的
な
技
術
や
資
機
材
を
活
か
し

た
高
所
作
業
車
に
よ
る
高
所
か
ら
の
救
出

訓
練
を
取
り
入
れ
、
災
害
対
応
能
力
の
向

上
、
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
各
地
域
の
被
害
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
メ
ー
ル
で
の
情

報
収
集
訓
練
も
併
せ
て
行
い
、
情
報
収
集

の
強
化
も
図
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
ま
す
が
、
火
災
の
み
な
ら
ず
多
様

化
す
る
災
害
に
適
切
に
対
応
し
、
地
域
の

安
心
安
全
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

〔
情
報
提
供
＝
鹿
角
支
部
〕

火
災
想
定
訓
練
を

　
　
　
　
　

実
施
し
ま
し
た

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-  3
2
2
9
10
-  3
-16

-  4
2
2
6
6
0

-  2

198
32
31
95
356
18
87

42
1
4
4
51
6
20

15
1
0
4
20
1
3

39
3
6
13
61
3
4

11
3
2
10
26
1
1

令和２年 令和元年 同期比較
３月 累計 累計３月 年計 ３月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）


